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成 果 の 概 要  
 
 
 
 

 中 国 福 建 省 福 州 市 に あ る Crowne Plaza Fuzhou 
Riverside hotel で開催された 2017 Asian Conference of 
Management Science & Applications に参加し、口頭発表
で報告しました。  
 ACMSA は企業経営に関わる様々トピックを扱っており、
ERP、環境対応、人的資源管理、ロジスティック、サプラ
イチェーン、サービス、技術経営などが含まれています。

今回の学会では、５つの基調講演が設けられ、その他に１

８のセッションが開催されました。基調講演では、社会シ

ステムにおけるオペレーション調査やビッグデータを活用

したファイナンス、セルフサービス技術における顧客満足

度などのテーマに沿った講演を聞くことができ、他分野の

研究成果についても触れることができました。  
 今回の発表は Business Management のセッションの中
で報告しました。発表のタイトルは、 ”Study on Strategy 
Concept of Product/Service Differentiation with 
Value-in-Use”です。本研究の内容としては、新たな競争要
因として Value-in-Use に着目し、Value-in-Use を基にした
競争戦略のコンセプトを立案しました。Value-in-Use は従
来の価値創造の概念とは異なる新たな価値創造の概念とし

て提示されています。本研究では、Value-in-Use の定義に
ついて、従来の価値創造のコンセプトとの違いや顧客経験

価 値 と の 比 較 に よ っ て 明 確 に し ま し た 。 そ し て 、

Value-in-Use の概念を基にした戦略コンセプトとして、３
つのコンセプトを立案しました。コンセプトを検討する際

には、サービス・マネジメントにおける Reliving Logic and 
Enabling Logic と顧客のコストの概念を取り入れました。
発表後の質疑応答では、貴重なコメントを頂くことができ

たので、今後の研究に活かしたいと思います。  

 


